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　毎年12月３日から12月９日は「障害者週間」とすると定められています。国民の間
に広く障がい者の福祉についての関心と理解を深めるとともに、障がい者が社会、経済、
文化その他あらゆる分野の活動に積極的に参加する意欲を高めることを目的としていま
す。
　今回は障がい者等に関するマークの一つ「ヘルプマーク」についてお知らせします。
　「ヘルプマーク」は、外見からわからなくても援助や配慮を必要としている障がいの
ある方や病気の方などが、日常生活や災害時などで困ったときに周囲に示し、支援や理解を求めやすくする
マークです。
　「ヘルプマーク」を身に着けている方を見かけたら、電車やバスで席を譲ったり、緊急時や災害時に支援
していただくなど、ご配慮いただきますようお願いします。

【配布対象者】
　外見からわからない障がいをお持ちの方や病気の方など、外出先や避難先で周囲の配慮や支援が必要な方

【配布窓口】
　県庁地域福祉課、県各福祉事務所・保健所、県障害者相談支援センター、朝日町役場保険福祉課窓口で配
布しています。

●ヘルプマークを身に着けた方を見かけたら
　電車やバスの中では席を譲る
　外見では健康に見えても、疲れやすかったり、つり革につかまり続けることが困難な方がいます。また、
外見からは分からないため、優先席に座っていると不審な目で見られ、ストレスを受けることがあります。

　駅や商業施設等では声をかける
　交通機関の運行の乱れなど、突発的な出来事に対して臨機応変に対応することが困難な方や、立ち上が
る、歩く、階段の上り下りなどの動作が困難な方がいます。

　災害時は安全に避難するための支援をする
　視覚や聴覚に障がいがあるなど状況把握が難しい方や、肢体不自由な方など自力での迅速な避難が困難
な方がいます。

　発作や急な体調不良に対応する
　ヘルプマークを持っている人がパニックや発作、急な体調不良に見舞われたときは、裏面シールの記載
内容を周囲の人が確認し、適切な配慮を行ったり、緊急連絡先に連絡するなどの対応をします。

問い合わせ先　保険福祉課　TEL 377－5659
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知っていますかヘルプマーク


